　事　　情　　説　　明　　書
　これは申立書を補うものです。回答欄に必要事項を記入し，あてはまるところの□にレ印をつけてください。
　この説明書は，相手方から申請があれば，見せたり，コピーをさせます。

	１　同居家族

	申

立

人

	続柄
	氏　　名
	年齢
	学年・仕事
	相


手

方
	続柄
	氏　　名
	年齢
	学年・仕事

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	※　未成熟子がいる場合は，どちらが養育しているかわかるようにしてください。もし，あなたと相手方のいずれとも
同居していない場合は，以下の欄にその子を養育している人について書いてください。
［子の氏名：　　　　　（　　歳），養育者住所・氏名：　　　　　　　　　　　　　　     　　　　（子との続柄：　　　）］

	２　双方の資産状況等（わかる範囲で結構です。）

	
	あ な た（申立人）
	相　　手　　方

	収　　入
(手　取)
	月　　　収　　　　　　　　　万円くらい
ボーナス(年)　　　　　　　　万円くらい
	月　　　収　　　　　　　　　　万円くらい
ボーナス(年)　　　　　　　　　万円くらい

	
財　　産
	□ある（下記のとおり）　□ない
	□ある（下記のとおり）　□ない

	
	不動産　（　　　　　　　　　　　　　　　）
預　金　（　　　　万円くらい　　　　　　）
その他 （具体的にお書きください）
	不動産（　　　　　　　　　　　　　　　　）
預　金　（　　　　万円くらい　　　　　　）
その他（具体的にお書きください）

	負　　債
	□ある（　　　　　　万円くらい）　□ない
	□ある（　　　　　　万円くらい）　□ない

	住 宅 の

状　　況
	□自宅　□借家（家賃：月　　　　　万円）
□実家　□親族（　　　　　　　）方で同居
□友人（　　　　　　　　　）方で同居
□母子生活支援施設・シェルター・自立支援施設等
□その他（　　　　　　　　　　　　　　）
	□自宅　□借家（家賃：月　　　　　　万円）
□実家　□親族（　　　　　　　）方で同居
□友人（　　　　　　　　　）方で同居
□母子生活支援施設・シェルター・自立支援施設等
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

	３　あなたの生活費はどこから得ていますか。
　□　自分の収入　　　　　　　　　　　　　　　　　□　貯金などの取りくずし
　□　相手方からもらっている（月約　　　　万円）　□　父母からの援助（月約　　　　万円）
　□　その他（具体的にお書きください）
　　　　　　　　　　　　　　（月約　　　　万円）

	□　自分の収入　　　　　　　　　　　　　　　　　□　貯金などの取りくずし
　□　相手方からもらっている（月約　　　　万円）　□　父母等からの援助（月約　　　　万円）
　□　その他（具体的にお書きください）
　　　　　　　　　　　　　　（月約　　　　万円）　

	４　この申立てをすることを相手方は知っていますか。
また，調停への呼出に応じると思われますか。
	５　調停では，あなたと相手方の意見がどのようなことで対立すると思いますか。

	　□　知っている　　□　知らない
	　□　合意ができているので対立しない。
　□　次の事項で対立するのではないか。
　　□　同居か別居か　　□離婚するかどうか
　　□　子どものこと
　　　□　親権者をどちらにするか
　　　□　養育費について
　　　□　面会交流について
　　　□　その他子どものこと（　　　　　　　　）
　　□　夫婦の財産の清算について
　　□　別居中の生活費について
　　□　年金の分割について
　　□　その他（具体的にお書きください）

	· 調停には出席すると言っていた
· 調停には応じると思う
· 調停には応じないかもしれない
　（理由）



□　分からない
	


（次頁へと続きます）
事情説明書　夫婦関係調整(1/3)　　　　　　　　　　　　(r1.5.1版) 
　この説明書は，相手方から申請があれば，見せたり，コピーをさせます。

	　※以下６～11は未成年のお子さんがいる場合に記載してください。

	６　現在，お子さんを主に養育している人は誰ですか。
	７　面会交流（お子さんと別居している親との間での面会や手紙等による交流）について取り決めをしましたか。

	　□　申立人
　□　相手方
　□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
	□　取り決めをした。
　→取り決めの内容
　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□　取り決めをしていない

	８　現在，面会交流を実施していますか。

	　□　取り決めのとおり実施している。
　□　取り決めのとおりではない又は取り決めはしていないが面会交流は実施している。
　　→実施している面会交流の概要（□　　か月に　　回程度会っている。□電話やメールでの連絡
　　　　　　　　　　　　　　　　　□その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　□　面会交流は行っていない。
→　面会交流を行っていない理由や取り決めのとおり面会交流ができない理由等があれば記載してください。




	９　今後，面会交流をどのようにしたいと考えていますか。

	　□　次のような条件等で面会交流を実施したい。
　□　次のような条件等であれば面会交流の実施を受け入れる。
　　→具体的な条件等（回数，曜日，場所等）



　□　面会交流を実施することは相当ではない。
　　→その理由



　□　まだ考えていない。

	　10　お子さんに対して，離婚についての話し合いを始めることや今後の生活について説明をしたことや，お子さんの意見を聞いたことがありますか。

	　□　説明をしたことや，意見を聞いたことはない。
　□　説明をしたことや，意見を聞いたことがある。
　→説明した内容やその時のお子さんの様子，お子さんの意見等について，具体的に記載してください。説明をしたことがなかったり，意見を聞いたことがない場合には，お子さんが離婚や今後の生活について，どのように考えていると思われるかについて記載してください。

	　11　その他，お子さんのことについて，調停を進めるにあたって心配していることや，裁判所に伝えておきたいことがあれば，具体的にお書きください。

	



（次頁へと続きます）
事情説明書　夫婦関係調整(2/3)　　　　　　　　　　　　    (r1.5.1版)

[bookmark: _GoBack]この説明書は，相手方から申請があれば，見せたり，コピーをさせます。
	12　あなたの仕事の状況
	13　相手方の仕事の状況

	職業：
□正社員／□パート／□アルバイト
（勤務先）
会社名　　：
　勤務先住所：

　　業務内容　：
	職業：
□正社員／□パート／□アルバイト
（勤務先）
会社名　　：
　勤務先住所：

　　業務内容　：

	14　以前に家庭裁判所で調停等を行ったことがありましたか。

	　□　ある→□今も続いている　□終わった
 　 ・申立ての時期（□平成／□令和　　　年　　　月ころ）
　　・裁判所（□大阪家裁　　□　　　家裁　　　　　支部　□平成／□令和　　　年(家　)第　　　　　号）
    ・内容（                                ）
□　ない

	15　相手方からの暴力等及び保護命令の申立て等について

	(1)　相手方から受けたことのある暴力等の内容
 　□　殴る・蹴る　□　物を投げる　□　凶器を持ち出す　□　怒鳴る，暴言，脅迫　□　子や親族に対する暴力
 　□　その他（具体的にお書きください）

　□　暴力等を受けたことはない
(2)　地方裁判所に保護命令申立て等をしましたか。
　□　申立てをした。（□別添申立書写しのとおり）
　　・□平成／□令和　　年　　月　　日□申立　□審尋　□認容（別添命令書写しのとおり）　　　　　　　・申立ての内容：□接近禁止命令　□退去命令
　□　申立てはしていない。　　□　申立ての予定
　□　警察に相談したことがある。

	申　立　て　の　実　情

	（夫婦関係がうまくいかなくなった事情，その後のいきさつなどを簡単に記入してください。）

	

	

	

	

	

	

	

	




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　印
事情説明書　夫婦関係調整(3/3)　　　　　　　　　　　　    (r1.5.1版)
